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RNAウイルスのタンパク質の多くはポリプロテインとしてコードされてお
り、翻訳後、細胞側あるいは自身の持つプロテアーゼにより切断され、個々
のウイルスタンパク質へと成熟していく。抗ウイルス薬の多くはウイルスプ
ロテアーゼを対象としていることからもウイルスポリプロテインの切断がウ
イルス増殖にとっていかに重要かがわかる。 

日時：2018年5月18日（金） 
　　　17:00~18:30 
場所：薬学部A館2階　 
　　　第2会議室（エレベーター側）

RNAウイルスの戦略： 
ポリプロテインの効率的切断 

我々はピコルナウイルスの一つであ
るEMCV (脳心筋炎ウイルス)をモデ
ルとして、どのようにしてウイルスポ
リプロテインが効率良くプロセッシ
ングされていくのかを研究している。
今回、試験管内タンパク質合成システ
ムを駆使することにより、ポリプロ
テインの切断に関してウイルスの持つ
新たな戦略を見出したのでそれを紹
介し、議論を深めたい。
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